


ま え が き 

 

中央教育審議会による 2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）では，教育の

質保証，学修成果の可視化と情報公開の促進，学修者本位への教育の転換等が求められてい

ます。本学では，「学生による授業評価」を平成 12 年度から実施しており，結果を分析した

上で常に教育の質の向上を推進しております。令和 4 年度においては，以下の設問で実施し

ております。 

Q1～Q3 学生自身の授業への取組に関する質問 

Q4～Q8 授業の内容・方法について，学生がどのようにどう感じているかを把握し，

どのように授業改善を図るかを，教員が具体的に検討できるように情報を収

集することを意図した質問 

Q9～Q11 学生自身が「自分がどう変化したか」についての見方を測る質問 

Q12 「授業に対する満足度」を尋ねる総合的な質問 

「学生による授業評価」の目的は，次の点においております。 

（１） 基盤教育，専門教育科目に関わる授業改善を図るための基礎データを得ること。 

（２） 授業ごとの集計結果と自由記述による学生の生の声を担当教員に返すことによって，

今後の授業改善に役立ててもらうこと。 

（３） 教育プログラムで学修成果や教育成果を把握し，カリキュラムの改善を図ること。 

（４） 授業評価の全体的な動向を明らかにして，大学全体の授業改善の方策策定に役立てる

こと。 

本アンケートの概要としては，「授業に対する満足度」を尋ねる総合的な質問（Q12）に対

する回答の平均値が令和 2 年度，令和 3 年度と比較して微増しており，学生の授業に対する

満足度が継続的に向上していることが伺えます。この結果は，中間アンケートや各授業担当

教員の継続的な FD活動等の取組により，効果的に授業改善が行われているエビデンスである

といえます。一方で個別の授業科目を見てみると，平均値が 3 を下回る授業科目も一定数存

在することから，継続的な改善を図っていく必要があることがわかります。 

 教学マネジメント指針（令和 2 年 1 月 22 日 中央教育審議会大学分科会）では，教育プロ

グラムレベルでも，学生の学修成果や教育成果を把握することが求められております。本ア

ンケートでは，学修状況や授業改善に繋がる学生からの提案を確認できますので，各教育プ

ログラムにおいては，その結果を教育課程編成や FD活動等の際に参考にしていただければ幸

甚です。 

いずれにしましても，「学生による授業評価」をはじめ様々な授業改善の取組みが推進され

ることによって，本学の教育改革が一層前進することを期待しております。 

最後に，本調査の実施にあたりご協力いただきました関係者各位に厚くお礼を申し上げま

す。 

令和 5年 9月 

宇都宮大学教務委員会 

委員長  吉澤 史昭  
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